
温泉を活用した地域の健康づくりへの挑戦

～「日本一の炭酸泉」湧出地を活かして～
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大分県前竹田市長

一般社団法人竹田市健康と温泉文化・芸術フォーラム理事長
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1933年（昭和8年）
九州帝国大（現在の九州大学）松尾 武幸 博士

長湯温泉で炭酸泉研究（エビデンス）

飲んで効き長湯して利く長湯のお湯は心臓胃腸に血の薬

炭酸泉入浴におけるエビデンス調査の様子
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1989年（平成元年）
全国炭酸泉シンポジウム・第１次表敬訪問
炭酸泉の利活用→ドイツに学ぶ（国際姉妹都市）

炭酸泉を予防医療・健康づくりに活かす

地 域 遺 伝 子 に 導 か れ て

ヴィタ・クラシカ WWW.BADISCHE-ZEITUNG.DE

http://www.google.de/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwiJjI7dnYLaAhUDqaQKHXWpDHsQjRx6BAgAEAU&url=http://www.badische-zeitung.de/badenweiler/cassiopeia-therme-in-badenweiler-soll-doppelt-so-gross-werden-wie-bisher--146188886.html&psig=AOvVaw0sJI9dKg7nk8GsZKyVMRrG&ust=1521887181017572
http://www.google.de/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwiJjI7dnYLaAhUDqaQKHXWpDHsQjRx6BAgAEAU&url=http://www.badische-zeitung.de/badenweiler/cassiopeia-therme-in-badenweiler-soll-doppelt-so-gross-werden-wie-bisher--146188886.html&psig=AOvVaw0sJI9dKg7nk8GsZKyVMRrG&ust=1521887181017572
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2011年（平成23年）

日本初 温泉療養保健制度の取り組み

温泉療養を実施すると給付金が支給（入湯税を財源）
第8回ヘルスツーリズム大賞（2016）受賞

2015年（平成27年）

国民保養温泉地の市内全域での拡大指定

今まで長湯温泉しか指定をされていなかった
国民保養温泉地を市内全域に拡大指定

2015年（平成27年）

産学官連携による温泉エビデンス調査

日本健康開発財団と慶應義塾大学先端生命科学研究所連携による
長湯温泉の飲泉エビデンス調査の実施
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2017年（平成29年）7月29日

温泉利用型健康増進施設（連携型）認可

北海道豊富町とともに厚生労働省より認可される
長湯温泉療養文化館「御前湯」・B&G体育館が認可

（運動施設）

B&G体育館
（温泉施設）

御前湯

九 州 で は 唯 一 の 認 可 施 設
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地方創生事業に「温泉療養」をキーワード

H27地方創生先行型先駆型交付金 →2,800万円（10/10）

※プレゼン方式にて先駆的で模範的な事業に国が交付する交付金で満額交付

H28～30地方創生推進交付金 → 6,583万円（5/10）

H28地方創生拠点整備交付金 →1億8千万円（5/10）

R1～地方創生推進交付金（継続深化事業） →4,536千円（5/10）
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予防医療・自然治癒力を高める取り組み

炭 酸 泉 を

活 か す

人材育成
有 資 格 者 の 確 保 ／

エビデンスの蓄積
飲 泉 ・ 入 浴 に よ る 身 体 へ の 影 響

中核拠点整備
専 門 的 な 湯 中 運 動 ／ 療 養 施 設

◎竹田市内の有資格者数（2020年9月末現在）
温泉入浴指導員 96人取得
温泉利用指導者 5人取得
竹田市総合インストラクター 52人取得

◎温泉療養複合施設「クアパーク長湯」
源泉かけ流しの高濃度炭酸泉を活用した
およそ0ｍの歩行浴、湯中運動浴槽を完備
クアハウス設計は世界的建築家 坂 茂 氏

◎ヘルスツーリズム認証商品の開発
炭酸泉を活用した健康増進プログラム



Copyright by TAKETA City. All Right Reserved 8

2019年6月 温 泉 療 養 複 合 施 設 「 ク ア パ ー ク 長 湯 」 O P E N
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温泉利用型健康増進施設（連携型）の推進

（運動施設）

B&G体育館

（厚生労働大臣認定）

2017年7月27日

健康運動指導士
健康運動実践指導者

温泉利用指導者
保健師・看護師など

有資格者が
組織する団体

（人的派遣）

（人的派遣） （人的派遣）

（市営施設分）

竹田市

（派遣委託）

（温泉施設）

クアハウス

（温泉施設）

御前湯

B&G地域コミュニティの
再生に関するモデル事業調印式
体育館等改修 3,000万円助成

（改修完成）

2019年4月

（グランドオープン）

2019年6月2日

◎竹田市内の有資格者数（2020年9月末現在）
温泉入浴指導員 96人取得
温泉利用指導者 5人取得
竹田市総合インストラクター 52人取得

（厚生労働大臣認定）

2020年10月6日

B&G財団 菅原悟志理事長

石破茂 元地方創生担当相と世界的建築家 坂茂先生

加藤勝信 厚生労働大臣（当時）
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竹田市の健康課題への解決
住民の健康づくり（介護予防対策）

（運動施設）

B&G体育館
（温泉施設）

クアハウス

高齢化率47％ 本市の介護新規認定者の主要疾患割合は、廃用症候群が48.5％と約半数
廃用症候群の内訳別では関節疾患が55.3％で、次いで骨折・転倒等21.3％となっている。

骨折・転倒等を防止する下肢の筋力向上がキーワード
介護予防メニューに加え、温泉資源を活用した筋力アップ教室を開催中
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62歳から88歳までの保健事業参加者（健康づくり組織加入者）の2019年度の医
療費総額が、事業実施前の2017年度に比べて、市内全域では40%以上増加してい
るにもかかわらず、直入地区は24%減少したという結果が出ました。

B&G財団 https://www.bgf.or.jp/activity/model_jigyo/takeda_5.html
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新・湯治への挑戦
～目標がなければチャンスが見えない ビジョンがなければ決断ができない～

国家予算の確保
予 防 医 療

エビデンスの蓄積
温 泉 泥 （ フ ァ ン ゴ ）

×
ドイツ

バート・クロツィンゲン市
ヴィタ・クラシカ

イタリア
アバーノ市

保養客の長期滞在を推進する

環境整備
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課題と展望

❶国民保養温泉地に指定された自治体（地域）の優位性をどう築いていくか。

・滞在や健康づくりのための環境整備の充実

❷温泉利用型健康増進施設(連携型)の利活用

・【ハード面】トライアングルの認定を受けた温泉地

・【ソフト面】総合インストラクターの養成(雇用の開発)

➌先行事例としての『温泉療養保健制度』に学ぶ

•・保健の原資に入湯税を充てるという手法

•・エビデンス調査とその分析を把握

➍医療現場と温泉地の連携

•・イタリアのアバノや北海道の豊富温泉に学ぶ


